

















































①十分に満足している 8 4.2％ 0 0.0％
② 十分に満足してはいないが，さまざま工夫をしてお
り，使用できるレベルである





50 26.3％ 8 47.1％
④ 現在，改革中であり，満足するレベルを達成できるよ
う調整中である
20 10.5％ 2 11.8％
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　一見すると相矛盾する状況のどちらが正しいのか。日本のみならず世界中で
完全な BBM を導入する企業はきわめて少ない。さらに，BBM を提唱してい






















一部 マザーズ 一部 マザーズ
食品 7 建設 15
繊維 2 商社 13
パルプ・紙 2 小売 18 3
化学 17 銀行 4
医薬品 4 1 証券 1
石油 2 保険 0 1
ゴム 1 その他金融 6
窯業 2 不動産 6
鉄鋼 5 鉄道・バス 1
非鉄金属・金属 7 陸運 1
機械 13 空運 2
電気機器 25 倉庫 2
造船 1 通信 2
自動車・自動車部品 5 ガス 1
精密機械 6 サービス 19 11
その他製造業 2 1 非製造業計 91 15


























































5 28 14.6％ 0 0.0％
4 81 42.2％ 4 23.5％
3 41 21.4％ 8 47.1％
2 37 19.3％ 5 29.4％







5 6 3.1％ 2 11.8％
4 37 19.4％ 4 23.5％
3 60 31.4％ 2 11.8％
2 74 38.7％ 8 47.1％





5 4 2.1％ 1 5.9％
4 36 18.8％ 2 11.8％
3 65 33.9％ 10 58.8％
2 80 41.7％ 4 23.5％
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5 4 2.1％ 1 5.9％
4 41 21.4％ 5 29.4％
3 53 27.6％ 4 23.5％
2 78 40.6％ 6 35.3％






5 4 2.1％ 3 17.6％
4 82 42.7％ 7 41.2％
3 50 26.0％ 4 23.5％
2 51 26.6％ 3 17.6％



















１週間未満 1 0.5％ 0 0.0％
１週間から２週間程度 3 1.6％ 1 6.3％
１か月程度 21 11.1％ 3 18.8％
1.5か月程度 25 13.2％ 3 18.8％
２か月程度 47 24.9％ 5 31.3％
３か月程度 57 30.2％ 4 25.0％
３か月超 35 18.5％ 0 0.0％
合計 189 16
６．予測の容易性


























①競合他社の動向 5 0 0.0％ 1 5.9％
4 20 10.5％ 2 11.8％
3 91 47.6％ 6 35.3％
2 67 35.1％ 8 47.1％
1 13 6.8％ 0 0.0％
平均 2.618 2.765
SD 0.763 0.876
②売上高 5 0 0.0％ 0 0.0％
4 37 19.4％ 5 29.4％
3 102 53.4％ 5 29.4％
2 47 24.6％ 6 35.3％
1 5 2.6％ 1 5.9％
平均 2.895 2.824
SD 0.923 0.748
③費用 5 2 1.0％ 0 0.0％
4 83 43.5％ 11 64.7％
3 73 38.2％ 6 35.3％
2 29 15.2％ 0 0.0％





④顧客の嗜好や動向 5 0 0.0％ 1 5.9％
4 25 13.2％ 4 23.5％
3 88 46.3％ 9 52.9％
2 68 35.8％ 3 17.6％
1 9 4.7％ 0 0.0％
平均 2.679 2.941
SD 0.785 0.733
⑤新製品に影響を与える技術革新 5 1 0.5％ 0 0.0％
4 18 9.6％ 3 17.6％
3 93 49.5％ 10 58.8％
2 962 33.0％ 1 5.9％
1 14 7.4％ 3 17.6％
平均 2.628 2.765
SD 0.941 0.794
⑥原材料価格の変化 5 0 0.0％ 1 6.3％
4 16 8.4％ 2 12.5％
3 77 40.5％ 8 50.0％
2 81 42.6％ 5 31.3％






































①期中において売上高予測は行っていない 7 3.7％ 0 0.0％
② 毎月，月初あるいは月中にその月末の売上高予測を
行っている
77 40.3％ 4 23.5％
③ 毎月，当月・次月末の2か月分の売上高予測を行って
いる
36 18.8％ 3 17.6％
④毎月，向こう3か月間の売上高予測を行っている 46 24.1％ 1 5.9％
⑤毎月，直近の四半期末の売上高予測を行っている 43 22.5％ 4 23.5％
⑥ 毎四半期初めに，その四半期の売上高予測を行ってい
る
33 17.3％ 0 0.0％
⑦ 毎四半期初めに，当該四半期と翌四半期の売上高予測
を行っている。年度をまたがって行うこともある
11 5.8％ 0 0.0％
⑧ 毎四半期初めに，当該四半期と翌四半期の売上高予測
を行っている。年度をまたがって行うことはない
25 13.1％ 4 23.5％
⑨ 毎四半期初めに，向こう4四半期の売上高予測を行っ
ている。年度をまたがって行うこともある
4 2.1％ 1 5.9％
⑩ 毎四半期初めに，向こう4四半期の売上高予測を行っ
ている。年度をまたがって行うことはない
35 18.3％ 1 5.9％
⑪ 上半期終了時点あるいは下半期開始時点で，年度末の
売上高予測を行っている
97 50.8％ 6 35.3％








































①1か月以内の予測は十分に信頼できる 5 52 27.4％ 8 47.1％
4 106 55.8％ 6 35.3％
3 23 12.1％ 2 11.8％
2 9 4.7％ 1 5.9％
1 0 0.0％ 0 0.0％
平均 4.058 4.235
SD 0.876 0.774
②四半期以内の予測は十分に信頼できる 5 9 4.7％ 0 0.0％
4 89 46.4％ 6 35.3％
3 70 36.5％ 9 52.9％
2 24 12.5％ 1 5.9％
1 0 0.0％ 1 5.9％
平均 3.432 3.176
SD 0.785 0.772
③半期以内の予測は十分に信頼できる 5 3 1.6％ 0 0.0％
4 37 19.4％ 1 5.9％
3 92 48.2％ 11 64.7％
2 55 28.8％ 4 23.5％
1 4 2.1％ 1 5.9％
平均 2.895 2.706
SD 0.666 0.778
④年度内の予測は十分に信頼できる 5 1 0.5％ 0 0.0％
4 25 13.1％ 1 5.9％
3 77 40.3％ 8 47.1％
2 76 39.8％ 5 29.4％









































100 52.6％ 8 50.0％
② 当初売上高目標を下方修正する。下方修正の検討は毎
月末行われる
23 12.1％ 2 12.5％
③ 当初売上高目標を下方修正する。下方修正の検討は四
半期に一度行われる
51 26.8％ 4 25.0％
④ 当初売上高目標を下方修正する。下方修正の検討は半
期に一度行われる







61 33.0％ 4 23.5％
② 売上高予測が売上高目標を下回った場合，許容（予算）
費用額も減額される。減額の検討は毎月行われる



























①売上高目標はよほどのことがない限り上方修正しない 87 46.0％ 6 40.0％
② 当初売上高目標を上方修正する。上方修正の検討は毎
月末行われる
26 13.8％ 2 13.3％
③ 当初売上高目標を上方修正する。上方修正の検討は四
半期に一度行われる
54 28.6％ 4 26.7％
④ 当初売上高目標を上下方修正する。上方修正の検討は
半期に一度行われる






























































































①本社がストレッチな数値を指示する 57 30.2％ 2 13.3％
② 本社との話し合いで，会社が求める目標とするよう調
整する
132 69.8％ 8 53.3％
③ 事業部の目標一覧を全事業部に開示しており，事業
部・部門間で競争させる
36 19.0％ 3 20.0％
④ 目標達成度合いだけではなく，目標のストレッチさも
業績評価に反映させている
28 14.8％ 3 20.0％
⑤ 常に前年度を上回る目標値を設定するよう指示している 38 20.1％ 3 20.0％
⑥ 常にベストを尽くすような社内教育をしているし，そ
のような組織文化を有している
33 17.5％ 3 20.0％
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①利益（額・率）目標達成度 154 84.2％ 11 68.8％
②売上目標達成度 123 67.2％ 14 87.5％
③費用目標達成度 44 24.0％ 1 6.3％
④目標値のストレッチさ 19 10.4％ 1 6.3％
⑤目標達成のために設定したアクション・プランの適切性 56 30.6％ 4 25.0％



















①利益（率・額）目標達成度 5 98 53.0％ 6 42.9％
4 68 36.8％ 6 42.9％
3 16 8.6％ 1 7.1％
2 2 1.1％ 0 0.0％
1 1 0.5％ 1 7.1％
平均 4.405 4.143
SD 1.059 0.767
②売上目標達成度 5 50 27.0％ 6 40.0％
4 85 45.9％ 9 60.0％
3 34 18.4％ 0 0.0％
2 13 7.0％ 0 0.0％
1 3 1.3％ 0 0.0％
平均 3.897 4.400
SD 0.490 0.917
③費用目標達成度 5 14 7.7％ 0 0.0％
4 58 31.7％ 3 25.0％
3 72 39.3％ 6 50.0％
2 28 15.3％ 2 16.7％
1 11 6.0％ 1 8.3％
平均 3.197 2.917
SD 0.862 0.984
④目標値のストレッチさ 5 4 2.2％ 0 0.0％
4 49 27.2％ 3 23.1％
3 85 47.2％ 7 53.8％
2 34 18.9％ 2 15.4％







5 12 6.6％ 0 0.0％
4 92 50.8％ 8 53.3％
3 54 29.8％ 6 40.0％
2 14 7.7％ 0 0.0％







5 9 2.8％ 0 0.0％
4 67 10.2％ 5 35.7％
3 78 44.1％ 7 50.0％
2 18 10.2％ 1 7.1％
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